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   型周期帯備考
   工pc且pc訂「pc5～40秒40～150秒150～900秒[垂1際白勺な6古名でとま単レ⊂pc従来殆ど解析され.て居なかった。最近注目され.たばかりで名称も区々である。
 宇宙空間の物理的性状を検知する手段としては人工衛生等に依る直接的な方法と,地磁気脈動,
 ホイツクラー空電等の地上観測に依る間接的な方法が考えられる。此処では後者の方法に従って地
 磁気脈動の中,特に長時間sinUsoidalに持続し,且つ周期が5秒～900秒の範囲の脈動を採り上げ
 て解析を行h,その発生機構を太陽並びに太陽地球間空聞及びexOsphereの物理的性状との関連の下
 に推i論した。資料としては出来る丈世界各地に分布した観測所(33ケ所)のIGY期間中の地磁気
 記録を用いた。中でもFredericksburg,Ya1やutsk及び恥掻S七atiOnの高感度早廻し及び普通型磁
 力計記録を精査して約6,000個の脈動を選別し,夫々周期,振巾,経続時間を読取ってactivity
 を計算した。又,当字附属女川地磁気観測所に於ける誘導磁力計に依る記録に就いては約10年間の
 資料を解析した。
 図は解析の一例であり,図中の・」、点は発生頻度を表わし,contOUrを以てactivityを示す。他の
 月の場合も大同小異であるが,明らかに周期の点から之等脈動は三種の周期帯に分れるので此の論
 文では仮にそれ等苔・下表の通りIpe,11pe,皿pcと命名した。
 此の様な命名は
 梢広範囲なIGY
 畜!料ひ⊂逃{ξいた力口藤
 一斎藤の論文〔1〕
 に始まるが,それ
 以前は此の様た細分類をしたいか研究者に依っては積極的にスペクトルを否定して全1本を一つの系
 列に属すると見做した上で発生機構を論じて居た。然し夫等の結果を用いてすら区々の観測機械解
 析方法に対して最も合理的と考えられ.るmrmalizationを一様に施して見ると矢張り同様な周期
 帯に分離される。
 掬,此の三種の脈動の中Ipeは日変化,年変化の型及び緯度効果等の点から丑pe,田pcとは
 異なった発生機構が想定されるので次の如ぐ章に分けて論じた。
 〔第1部〕1鎚
 従来多ぐの研究者に依って為された解析結果には尚互いに喰違う点が幾つか残されて居る。その
 主なものけ、1)日変化に於ける発生頻度又は振巾最大の時刻,2)季節変化に於ける夫等の最大
 期,3)soIarfIareとの関連性の有無,4)電離層との関連性の有無,5)磁気嵐急姶後の様相
 等である。解析を通じて此の様な喰違いの生じた原因も検討された。
 Ipcの27日再帰性及びsolarUM-regionの太陽面子午線通過との相関等からIPcの発生の遠
 因が太陽面のUM-regi{)11で代表される活動域にあるらしレ・事が推定さノ1.て居るが,UM-region
 に就いての長期間の精しいdataが報告されて居ないので更に精しい解析が出来兼ねて居た。所で
 その後太陽磁場とカノレシウムK2域,カルシウムK2域と太陽電波(特に1,000Mc/s)との対応
 が夫々良い事が知られて来たので,flareとの相関の調査をも兼ねてK2域の面積,1,000Mc/s
 の強度及び太陽電波アウトバーストが女川に於けるIpeの継続時間と毎日比較された。夫等とfpe
 との相関はpositiveであるが,特に1,000Me/s太陽電波とstorminessを含めた王pcとは高い
 相関を示した。此の事はIpcの遠因がsolarwindにある事を暗示すると共にIpcの解析に当っ
 て特に太陽電波が一一つの有力な手段となり得る事を示す。又,硫気嵐急始後のIpcの変化は,f
 peの日変化祷・考慮するか否か,stOrmyIpcを含むか否かに依って上記の様な喰違を起す可能
 性が考えられたが,日変化を消去した広義のIpcの平均的な様相は,磁気嵐急始と共に急激に振
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 巾を増し,その後次第に減少しつ＼平常値に戻ろとの結論となった。
 磁気流体波の中Z)Aif6V波,速度の垂直分布はイオンの組成及び密度分布に依存する。湯してその
 速度はProtonosphereのbase附近即ち高度数千粁の所で最大となり,其処ではAlfve11波に対して
 一種のbarrier穿形成するのでbarrierの内側でAlfv6n波が定常振動を起す。夫がIpeの原因で
 あるとの解釈が現在定説と在りつつある。Ipcの周期が殆ど此のbarrierの高さに依って決定さ
 れる所から,女川等の[peを解析して得られた周期日変化を基にbarrierの高さが太陽側では高
 ぐ反側では低いと6)推定が為された。同様にして緯度的に異る測点のdataを解析した所,顕著な
 緯度効果は認められ攻かつた。少く共低私度の[pc帯から高緯度のHpe帯へ連続的に移行すると
 いう従来の説には∠≧ぐ否定的であり,此の点からもlpcがH,皿peと異なった発生機構を持つ事
 が裏付けられる。
 一つの観測点に就いて太陽仰角の日変化と工pcの日変化とは良ぐ対応する事が確認され.,更に
 季節的変化に於ても太陽活動極大期附近σ)女川のlpcの解析から,太陽仰角と正pcの活動度との
 高い相関が認められた。此の事は上記(りlpeの遠因がsoiδrwindにあるといり観点方ら説明され
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 得るが,街そカ.丈で説明し切れぬ点はF2制御として次の様に解釈された。即ち観測点に依ってI
 pcの日変化に於ける最大時刻に半日以上σ)範囲てズレが存在し,季節変化に於ても太陽活動期の
 相に依ってけ春秋分に最大となる場合がある。所が今地上で観測された電離層に於ける電子諮度
 (f。F2)とfpcに就いて夫々の日変化及び季節変化の型を比較して見ると,Ipcの変化はfDF2
 と太陽仰角の夫々の変化の組.合せとして説明され得る。此の事はF2屠の電子密度がexOsphereの
 電子1卓渡,従ってイオ/,督度に影響を及ぼし,Alfv6n波速度の垂直分布の型を変えて[pcの発生
 に影響を及ぼす(F2制御)百∫能性を暗示する。
 〔第2部〕且pc及び皿pc
 lr,隠pcの振巾緯度効果及び立体的左振動hodographの解析から,此の周期帯の脈動は地球の
 磁力線に沿って伝わる磁気流体的振れ波として説明され得る。日変化に於けるactivityの最大が
 太陽側にある事(図参照〕27日再帰性鱗から,之等脈動もsoねrwindが地球磁場に吹付け,その
 。即ityの表面に磁気流体的擾乱域〔之の存在は最近の人工衛星の観測からも確められつつある。
 例えば〔2「)を形成ずる事が遠因であると推定される。
 If,IHpcの周期は勧測点の経度に係わ1りなぐ日中短ぐ夜1貝r」では長いU型の日変化をする事が知
 られた(図参照)。solarwindの吹付けに依り,地球猟場が太陽側で圧縮され,夜伽で引伸ぱさ
 れる事実に就'いても人工衛星の観測等で確められつつあるが艶上記E,皿pcの周期のU型日変化
 け正に此の事を示すものと思われ.る。又U型変化の谷が地方時の5～8時附近に現れる事は磁場の
 圧縮以外に次に述べろ様友イオン密度分布の異常を考慮する事に依って解釈し得るであろう。即ち
 地球の磁力線を伝わる他の電磁現象,ホイッスラー空電の観測を再検討するとその分散は上記H,
 mpcの周期1『変化を数日き間前進させたものに近いU型日変化を示す,,ホイッスラー分散は,
 exOs帥ere内の電子律1ζ度に依存するから,想定し得るイオン密度との荷電平衡と,脈動周期がホイ
 ッスラー分散以一且に磁場の影響奔受け易い事から上記11,mpcのU型変化はsolarwindの吹付
 けに依る磁場の変形と,イオン密度の非軸対称分布との組合せとして説明し得る。
 1[,mpcの脈動周期が観測点の所属ずる半球の南北に係わ1りなく,Americanzoneでは夏至に
 最短,極東zoneでは冬至に最短となる様た季節変化をし,『llも此の様子がホイッスラー分散と可
 成り類似して居る事が見出され.た。此の中,南北両半球に於ける変化の平行性は一一本の磁力線の振
 動が共軛点同志で同じ周期として観測される事を意味しよう。又,Americanzoneのみのホイッ
 スラー分散の観瀕結果から或る研究者は上記季節変化を地球の公転軌道上の遠地点(夏至点附近)
 附近で太陽から受ける輻射が最小になる為として説明しようとしたが,之は極東附近では逆に寧ろ
 .近地点附近で脈動周期,ホイッスラー分散共に最小になる事実と矛盾する。其姐で上記季節変化が
 地球の双源子軸の太陽に対する傾きに依存するものとして説明が行わ1拍.た。
参考文献
 〔11Kato,Y.andSaito,T.=Morphologicaistudyofgeomagnetiepulsations.preprin七
 〇fInternationalSymp.EarthStorm.1-10,1961.
 〔2〕Sonett,C.P.,Judge,D.L.andKelso,」.M.二Evidenceconcerninginstabiiities
 ofthedistantgeomagnetiefield二PioneerI.J.G.R.,64,8,941-943,1959.
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論文審査要旨
 斎藤尚生の論文は持続性地磁気脈動に関する統計的研究と称するもので,地磁気脈動の中の所謂
 ContinuousPulsationと称する正弦波形の持続性脈動についてIGY期間中の世界各地33刎〒O言Ll
 録及女川地磁気観測所の10ケ年間の記録を用い約6,000個の地磁気脈動を使って夫々その周期振巾継
 続時間を読取って綿密な統計的研究を行い,その発生機構及その活動状況が太陽から放射される所
 謂Solarwindによって地球外気圏のboundaWで生ずる磁気流体的擾乱によるものであり又その活
 動状況が地球外気圏内の物理的性状に支配されることを推論したものである。
 先ず著者はこの6,000個に及ぶ地磁気脈動の周期について各観測所毎にその発生頻度を各地方時
 について統計した結果明らかに周期の上からこれら地磁気脈動が三種の周期帯に分けられることを
 明らかにした。即ち,周期5～40秒のもので従来pc(ContiIluousPulsation)と称せられて居
 たものの他に周期40～150秒のもの及び周期150～900秒のものが存在することを明らかにし,こ
 れ等をIpeとHPe皿pcと名付けた。且つこの三種の地磁気脈動の発生頻度の圏変化,年変イヒ及び
 緯度効果等からIPcapc及び皿Pcとはその発生機構が異ったものであるζとが考え.られるのて著者'i鉢論文
 の第一部(既刊)ではIpc聯て論じ第二部〔未発表)に於てnpc及び皿pcについて論じて居る。
 第一部ではIpeの発生頻度の日変化,季節変化,Solarf1&reとの相関或は電離層の電子密度の
 変化との相関等について研究を行った。
 著者はこの中でIpcが27日の再帰性のあること,太陽面のカルシウムK2域の面積及び特に1、000
 mc/sの太陽電波の強度等と著るしい正相関があることなどからその発生の遠因がSoエar扁11d
 にあることを先ず明らかにし更にその周期の日変化即ち日中に周期が短かぐ夜間に長ぐなること等
ノ
 からIpcの直接の発生機構は地球外気圏内の磁気流体波Alfven波に対する所謂barrierの内側で
 のAlfv6n波の定常振動に起因するものである事を結論して居る。
 尚,電離層のF2層の電子密度(f。F2)とIpcの夫々の日変化及季節変化の型を比較すると著
 るしい正の相関があることが明らかになり地球外気圏のねn密度の相違による上記坦fv命波の
 barrierの高さが変化することによってIpcの発生及びその周期変化に影響を及ぼすことを示す
 ものであることを指摘して居る。
 論文の第二部ではπpc及び皿pcについて同じく綿密な統計的研究を行って居る。先ず∬pc及
 び皿pcの振巾の緯度効果及びその振動のhodographの解析からこの周期帯の地磁気脈動は地球の
 磁力線にそって伝わる磁気流体波のtr㎝sversemodeのものであることが明らかであり,且つ27
 日再帰性のあること又そのactivityが太陽側に大きい事等からIpc同様その発生機構はSolar
 windと地球外気圏のbOundaryとの相互作用による磁気流体的擾乱に原因するものであることが推
 論される。
 Epc及び皿pcではその周期の変化が日中に短かぐ夜中に長い事はexosphereのmagneticc即ity
 が日中側で圧縮され,夜側て引伸ぱされることで説明がつぐ。
 更に著者はwhistler現象の分散との相関を取りその結果から∬Pc及び田pcが上記のmagnetie
 cavity内の磁場の変形の他にion密度の非軸対象分布との組合せで説明がつぐことを明らかにし
 て居る。
 尚,参考論文は,8編あり,何れも地磁気脈動に関する研究論文である。
 以上要するに著者は持続性地磁気脈動について周到綿密な統計的研究を行ってその発生機構を論
 じたものであって地球磁気学の発展に寄与したものである。よって斎藤尚生提出の論文は理学博士
 の学位論文として合格と認める。
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